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農
の ら

良に出て働くのみに生きし我

老いの手習い何を求めむ
12 月に百歳を迎えた八島フミ子さん。

高齢になってからも生涯学習を続ける自身の心境を短歌にしています。
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新地町議会議長　

目黒　靜雄
新地町長　

加藤　憲郎

平成26年 新年のごあいさつ

未来へ向けて

　新しい一歩を
復興からの

　あたらしいまちづくり

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
町
政
運
営

に
は
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
三
度
目
の
年
を
迎
え

ま
し
た
。
現
在
、
町
で
は
新
地
町
復
興
計
画

の
も
と
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
一
日
で
も
早

い
生
活
の
再
建
と
復
興
に
向
け
て
、
様
々
な

事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

防
災
集
団
移
転
団
地
の
造
成
は
、
７
団
地
の

う
ち
３
団
地
が
被
災
者
へ
の
引
き
渡
し
を
終

え
て
お
り
、
他
の
団
地
に
つ
い
て
も
随
時
引

渡
し
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
多

く
の
方
が
住
宅
の
建
築
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
併
せ
て
被
災
者
へ
の
独
自

支
援
策
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
被
災
高
齢
者
住
宅
、
災
害
町
営
住

宅
の
愛
宕
東
地
区
に
つ
い
て
は
昨
年
末
に
完

成
し
入
居
が
始
ま
り
、
駒
ヶ
嶺
原
地
区
に
つ

い
て
も
入
居
の
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

交
通
環
境
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｊ
Ｒ
常
磐

線
の
復
旧
に
向
け
て
、
工
事
に
着
手
す
る
運

び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
一
日
も
早
い

完
成
に
向
け
、
町
と
し
て
も
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。
常
磐
自
動
車
道
は
、
平
成
26
年
度

に
は
仙
台
圏
ま
で
の
高
速
交
通
が
整
備
さ
れ
、

地
域
経
済
、
加
え
て
救
急
医
療
の
面
で
も
効

果
が
期
待
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す

　

昨
年
の
11
月
末
に
は
相
馬
港
に
相
馬
Ｌ
Ｎ

Ｇ
（
液
化
天
然
ガ
ス
）
基
地
の
計
画
が
発
表

さ
れ
、
新
地
町
、
福
島
県
、
石
油
資
源
開
発

の
間
で
基
地
立
地
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
の
立
地
は
、
東
日
本
大
震
災
に

伴
い
失
わ
れ
た
雇
用
の
場
の
確
保
、
雇
用
機

会
の
創
出
そ
し
て
地
域
経
済
の
活
力
再
生
に

よ
る
、
震
災
か
ら
の
復
興
に
大
き
な
力
に
な

る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

安
全
安
心
の
取
り
組
み
と
し
て
昨
年
末
に
、

和
歌
山
県
み
な
べ
町
、
並
び
に
滋
賀
県
竜
王

町
と
そ
れ
ぞ
れ
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。
災
害
時
に
は
一
つ
の
町
だ
け

で
は
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
お
互
い
に
支

援
し
合
う
こ
と
で
困
難
を
克
服
で
き
る
も
の

と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
震
災
を
体
験
し
た
私

た
ち
だ
か
ら
こ
そ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
切
さ

を
認
識
し
、
未
来
へ
向
け
て
新
し
い
一
歩
を

踏
み
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健
や
か
に
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
町
議
会
の
活
動
に
対
し
温
か
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
震
災
の
痛
手
か
ら
立
ち
上
が
っ

た
本
町
が
本
格
的
な
復
興
を
推
し
進
め
た
一

年
で
し
た
。

　

本
町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
定
例
議

会
、
臨
時
議
会
、
新
地
町
復
興
対
策
特
別
委

員
会
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
防
災
集
団
移
転

や
災
害
町
営
住
宅
な
ど
復
興
に
向
け
た
事
業

に
つ
い
て
そ
の
あ
る
べ
き
姿
を
問
い
続
け
た

一
年
で
し
た
。

  

さ
ら
に
は
、
昨
年
の
11
月
末
に
は
相
馬
港
４

号
埠
頭
に
復
興
の
大
き
な
力
と
な
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ

基
地
の
立
地
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ

利
活
用
に
向
け
た
機
運
の
醸
成
を
図
り
新
産

業
の
創
出
を
促
進
し
、
就
労
の
場
の
確
保
が

図
ら
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
要
望
活
動
等
を
続

け
て
い
る
新
地
発
電
所
の
増
設
に
つ
い
て
も
、

本
町
の
復
興
と
振
興
発
展
の
柱
と
な
る
も
の

で
あ
り
ま
す
の
で
、
一
日
も
早
い
実
現
に
向

け
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
議
会
の
機
能
・
役
割
を
十
分
に

発
揮
す
る
と
と
も
に
、
全
力
で
復
興
か
ら
の

あ
た
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
た
め
議
員
活
動
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
た
ち
議
員
は
、
地
域
住
民
の
代
表
と
し

て
、
自
ら
の
責
務
と
役
割
の
重
大
さ
を
認
識

し
な
が
ら
、
地
方
自
治
の
確
立
と
住
民
福
祉

の
向
上
に
鋭
意
努
力
を
重
ね
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
町
議
会
へ
の
一
層
の
お
力
添
え

を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
年
が
、
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸

多
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。



災害時の相互応援協定を締結
滋
賀
県
竜
王
町

　

み
な
べ
町
と
の
調
印
式
は
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
千
日
目
の

12
月
４
日
に
、
新
地
町
役
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
震
災
後
、
新

地
町
が
み
な
べ
町
か
ら
応
援
職

員
の
派
遣
を
受
け
て
い
る
こ
と

が
縁
で
、
こ
の
協
定
が
実
現
し

ま
し
た
。

　

み
な
べ
町
は
、
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
に
よ
る
津
波
被
災
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
沿
岸
部
に
位

東日本大震災の経験から、大規模災害時には近隣自治体も同様に被災してい
るため、備えのために遠方の自治体と相互応援協定を結んでおく必要性を学
びました。
町では、そうした大規模な災害発生に備えて、和歌山県みなべ町並びに滋賀
県竜王町とそれぞれ、災害時の相互応援協定を締結しました。

　

竜
王
町
と
の
調
印
式
は
12
月

17
日
、
滋
賀
県
竜
王
町
の
防
災

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

竜
王
町
と
は
、
震
災
前
か
ら
行

政
視
察
な
ど
が
縁
で
交
流
が
あ

り
、
震
災
後
に
は
、
継
続
的
な

物
資
支
援
や
、
新
地
町
の
小
学

生
が
竜
王
町
に
招
待
さ
れ
て
、

体
験
交
流
を
行
う
な
ど
、
つ
な

が
り
を
強
め
て
き
ま
し
た
。

　

協
定
に
よ
り
、
ど
ち
ら
か
の

置
し
て
お
り
、
遠
隔
地
と
の
応

援
態
勢
構
築
な
ど
の
災
害
対
策

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

式
で
は
、
加
藤
憲
郎
新
地
町

長
と
小
谷
芳
正
み
な
べ
町
長
が

協
定
書
に
署
名
、
調
印
し
ま
し

た
。
小
谷
町
長
は
「
新
地
町
へ

の
職
員
派
遣
な
ど
を
通
し
て
、

防
災
対
応
を
学
び
、
災
害
に
備

え
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

町
で
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

職
員
の
派
遣
や
物
資
の
提
供
、

被
災
者
の
一
時
受
け
入
れ
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　

式
で
は
、
加
藤
憲
郎
新
地
町

長
と
竹
山
秀
雄
竜
王
町
長
が
協

定
書
に
署
名
、
災
害
時
の
応
援

態
勢
を
確
認
し
ま
し
た
。

和
歌
山
県
み
な
べ
町

人口　12,715 人
面積　44.52㎢
位置　滋賀県中央部
特色
西の竜王山（鏡山）と東の竜王山（雪野山）の二
つの竜王山に抱かれ、緑豊かで肥沃な大地に恵ま
れた地域で、古い神社仏閣や史跡が点在している
町です。農業は、古くから良質の「近江米」が生
産され、果樹や野菜の栽培も盛んです。また、究
極の美味とされる「近江牛」の本場でもあり、養
鶏などを併せた畜産農業は県下でもトップレベル
にあります。

（竜王町観光協会）

人口　13,386 人
面積　120.26㎢
位置　和歌山県中央部
特色
東西に流れる南部川流域には丘陵地が広がってお
り、低地あり、山間地域ありとバラエティに富ん
だ地勢です。丘陵地には日本一のブランドを誇る

「南高梅」の梅林が広がり、山間部は森林、渓谷
などの自然資源に恵まれています。南北には紀伊
水道を臨む海岸線が伸びています。黒潮洗う海岸
線は風光明媚な景観を誇っています。

（みなべ町）

滋賀県竜王町

和歌山県みなべ町

新地町

平成 24 年 12 月には、みなべ町消防団の
みなさんが新地町を訪れました。町役場で
意見交換した後、沿岸部の被災地域や仮設
住宅などを視察しました。

協定に署名する両町長 加藤町長と小谷みなべ町長（右）

自然豊かなみなべ町

昨年の夏休みには、新地町の小学生が竜王町に招待され、竜王町のみなさんと交流
を深めてきました。

竜王町長室にて 竜王町でブドウ狩り体験

新地町の小学生が、台風 18 号被害を受け
た竜王町のみなさんへ送った応援メッセー
ジが竜王町の小学校に飾られています。

竜王町の小学校で支援のお礼を述べる
加藤町長
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環
境
を
守
る
公
共
下
水
道

　

下
水
道
と
は
、
私
た
ち
が
生

活
で
使
っ
た
水
や
し
尿
な
ど
の

汚
水
を
処
理
施
設
ま
で
流
し
て

浄
化
処
理
す
る
た
め
に
欠
か
せ

な
い
動
脈
で
す
。

　

町
中
に
汚
れ
た
水
が
た
ま
っ

て
し
ま
う
と
、
蚊
や
ハ
エ
な
ど

の
害
虫
や
悪
臭
が
発
生
す
る
原

因
と
な
り
、
公
衆
衛
生
を
脅
か

す
大
き
な
要
因
と
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
汚
水
を
浄
化
し
環

境
に
影
響
の
な
い
水
に
戻
し
て

か
ら
、
海
に
流
す
こ
と
で
、
清

潔
で
安
全
な
町
を
保
っ
て
い
ま

す
。

衛
生
的
な
生
活
を

取
り
戻
す
た
め
に

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
町
内

各
所
で
下
水
道
管
が
損
壊
し
ま

し
た
。
地
面
の
液
状
化
に
よ
り

マ
ン
ホ
ー
ル
が
浮
き
上
が
っ
た

り
、
下
水
道
管
が
反
り
返
っ
て

し
ま
い
汚
水
が
逆
流
し
た
り
し

た
と
こ
ろ
も
多
く
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
中
浜
田
地
内
の
沿

岸
部
に
あ
る
下
水
処
理
施
設

﹃
新
地
浄
化
セ
ン
タ
ー
﹄
は
、

津
波
の
直
撃
を
受
け
、
施
設
及

び
設
備
の
ほ
と
ん
ど
が
損
壊
し

ま
し
た
。

　

町
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん

の
衛
生
的
な
環
境
を
つ
く
り
、

安
全
な
生
活
を
取
り
戻
す
た

め
、
下
水
道
復
旧
工
事
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
最
終
的
に

は
、
公
共
下
水
道
区
域
の
全
域

で
総
延
長
５
千
５
９
８
ｍ
の
下

水
道
管
、
37
カ
所
の
マ
ン
ホ
ー

ル
、
４
カ
所
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ

ン
プ
場
、
１
５
４
カ
所
の
取
付

管
の
復
旧
工
事
を
行
い
ま
し

た
。
※
取
付
管
と
は
、
宅
内
の
排
水

を
公
共
下
水
道
に
流
す
た
め
の
流
し

口
と
な
る
管
の
こ
と
で
す
。

新
た
な
管
で
減
災
対
策

　

下
水
道
管
は
こ
れ
ま
で
、
口

径
１
５
０
～
４
０
０
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
の
丸
い
筒
状
の
塩
化
ビ
ニ

ル
管
を
使
用
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
、
復
旧
工
事
を
行
っ

た
所
で
は
、
筒
の
外
周
面
に

「
リ
ブ
」
と
呼
ば
れ
る
凹
凸
が

付
い
た
パ
イ
プ
に
取
り
替
え
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
強
度
が
高

ま
る
こ
と
で
、
液
状
化
に
な
り

に
く
い
埋
め
戻
し
材
が
使
用
で

き
、
地
震
な
ど
の
災
害
に
も
強

く
な
り
ま
し
た
。

農
業
集
落
排
水
も
ほ
ぼ
完
了

　

公
共
下
水
道
以
外
に
、
農
業

用
水
の
水
質
保
全
な
ど
を
目
的

と
し
て
、
各
家
庭
か
ら
出
た
汚

水
を
処
理
場
に
集
め
、
浄
化
す

る
施
設
と
し
て
、
農
業
集
落
排

水
設
備
が
あ
り
ま
す
。

　

被
災
し
た
今
泉
処
理
場
の
復

旧
工
事
を
完
了
し
ま
し
た
。
ま

た
、
福
田
・
真
弓
・
今
泉
地
区

の
下
水
道
管
も
ほ
ぼ
完
了
し
て

い
ま
す
。

引
き
続
き
節
水
を

　

下
水
処
理
の
過
程
で
は
、
汚

水
か
ら
取
り
除
か
れ
た
汚
泥
が

残
り
ま
す
。
震
災
前
に
は
、
汚

泥
は
肥
料
に
再
資
源
化
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
震
災

の
影
響
に
よ
り
、
処
理
施
設
内

で
貯
留
し
て
い
る
状
況
が
続
い

て
い
る
た
め
、汚
泥
が
蓄
積
し
、

処
理
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　

少
し
で
も
汚
泥
の
発
生
量
を

抑
え
る
た
め
、
家
庭
で
の
節
水

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

－下水道の復旧工事が完了－

汚水の流れ（家庭～処理場）

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　４月に新地町に来てあっという間に

９カ月が経過しました。担当している

下水道の復旧工事も完了し、町の災害

からの復旧も着実に進んでいると感じ

ています。

　私の業務も復旧から復興へと転換し、

現在は防集団地に関連する下水道整備

などの復興事業に携わっており、長引

く仮設住宅での生活を強いられておら

れる被災者のみなさんが１日も早く “ 我

が家 ” での新しい生活を始めてほしいと

いう思いで、日々の業務に取り組んで

おります。

　新地町のみなさんには、痛ましい震

災の経験をいかし、これからは災害に

負けない新しいまちづくりを力強く進

めてもらいたいと心から願っています。

　この町は私にとって “ 第２のふるさ

と ” です。数年・数十年後、復興を成し

遂げ希望に満ちあふれた輝かしい町の

姿をこの目で見に、必ず戻ってきたい

と思います。

応援職員

中島　富男さん　（長崎県諫早市）

建設課下水道係

町では、東日本大震災により被災した下水道管や下水処理施設等
の復旧工事を行ってきました。そして、このたび、町内に整備さ
れていた約４万４千ｍの公共下水道管のうち、総延長５千５９８
ｍにおよぶ下水道管の復旧工事および中浜田地内の浄化センター
施設の復旧工事が完了しました。美しい町につながる5,598m

液状化により浮き上がったマンホール

津波の直撃を受けた新地浄化センター

損壊した下水道管内部。損壊箇所か
ら土砂が流入し、詰まった状態。



SHINCHI TOWN NEWS まちの話題

　新地小学校父母と教師の会（太田喜代美会長）
はこのたび、平成 25 年度日本ＰＴＡ創立 65 周年
記念式典・表彰式で、公益社団法人日本ＰＴＡ全
国協議会会長表彰を受賞しました。 
　同式典は 11 月 19 日、東京都で開催され、日本
ＰＴＡ全国協議会の尾上浩一会長から太田会長に
表彰状が贈られました。 
　児童数の減少にともない、会員数が年々減少し
ていますが、教育講演会や親子食育教室、親子情
報モラル教室などを開催し、積極的にＰＴＡ活動
に取り組んでいることが評価されました。 

新地小ＰＴＡに会長表彰
日本ＰＴＡ全国協議会会長表彰　　　　　11/19

　平成 25 年度復興まちづくり懇談会が 11 月 14
日、農村環境改善センターで開かれ、約１５０名
が参加しました。
　町と町民のみなさんが町政などについて意見を
交わすことを目的に毎年行っているものです。
　懇談会では、復興事業、避難道路、防災計画な
どについて、有意義な懇談を行いました。

復興や防災などを話し合い
まちづくり懇談会　　　　　　　　　　　11/14

長寿を祝い　百歳賀寿贈呈
八島フミ子さん　　　　　　　　　　　　　12/7

　八島フミ子さん（上ノ町）が 12 月７日、満百
歳を迎えました。
　賀寿贈呈式は８日に自宅で行われ、福島県相双
保健福祉事務所の金木明所長が知事賀寿を、加藤
憲郎町長、目黒靜雄町議会議長、渡辺光雄町老人
クラブ連合会副会長らが賀寿や記念品を、ひ孫の
快斗くんが花束を贈り、家族や親戚、地域の方々、
町関係者らが八島さんの長寿を祝いました。
　また、式では、親族を代表して次男の勇さんが
謝辞を述べました。

　年末年始の地域安全運動・交通事故防止県民総
ぐるみ運動出動式が 12 月９日、町役場で行われ
ました。
　式では、町防犯協会・町交通対策協議会会長の
加藤憲郎町長、相馬地区交通安全協会の林成德会
長、相馬警察署の杉山英男署長らがあいさつ。町
生活安全推進協議会の後藤一茂会長が出動報告し
た後、参加者は、車両パレードなどを行い、防犯
強化・交通安全を呼びかけました。
　式に先立ち、交通安全功労者・団体のみなさん
に感謝状などが贈られました。

防犯・交通安全を呼びかけ
地域安全運動・交通事故防止　　　　　　12/ ９

　新地町スポーツ推進委員主催のフロアホッケー
体験教室が 11 月 30 日、総合体育館で開催され、
町内外の小学生約 30 名が参加しました。
　フロアホッケーとは、アイスリンクのない地域
でも、アイスホッケーのような競技ができるよう
にと考案された屋内スポーツです。スティックを
操りパックをゴールに入れて得点を競います。
　この日は、被災地支援の一環として、日本フロ
アホッケー連盟から４名の講師が来町し、参加者
の子どもたちに指導しました。

フロアホッケーを体験
新地町スポーツ推進委員主催　　　　　　11/30

　アメリカを中心に世界各地の若者で結成された
「ヤングアメリカンズ」のみなさんが 11 月 11 日、

新地小を訪問し、歌や踊りなどをして児童らと交
流しました。
　この取り組みは、ＮＰＯ法人じぶん未来クラブ
が主催し、コカ・コーラ復興支援基金が共催して
行われており、全国各地の学校で開催されていま
す。
　この日は、新地小の５、６年生が、ヤングアメ
リカンズのみなさんと一緒に歌ったり、踊ったり
して、交流を楽しみました。

元気に歌って踊って
ヤングアメリカンズ　　　　　　　　　　11/11

県選抜の松本くんを激励
松本駿くん（尚英中３年）　　　　　　　　12/19

　スポーツ激励金交付式が 12 月 19 日、町役場で
行われ、第 27 回全国都道府県対抗中学バレーボー
ル大会に出場する松本駿くん（尚英中３年）に、
加藤憲郎町長から激励金が贈られました。
　松本くんは、福島県選抜チームのメンバーとし
て、大阪市で開催される同大会に出場します。
　松本くんは、11 月のふくしま駅伝大会では、新
地町チームの選手としても活躍しました。贈呈式
では「決勝リーグに残れるようがんばってきます」
と力強く抱負を述べました。

広報しんち H26.1.5（８）広報しんち H26.1.5（９）



地域力で育つ元気な子
　保育所では年間を通して地域の方といろいろな交流を
行っています。
　年長児は地域のお寺を訪ね座禅会を行いました。普段
元気に走り回っている子ども達も、住職さんの話に耳を
傾け、静かに聞くことができました。話を聞いた後の座
禅では、本堂に座り、心静かな時間を過ごしました。こ
のような体験から、遊びの中でも「座禅ごっこ」をする
姿が見られました。経験がなければ出てこない遊びです
ね。
　また、広畑仮設埒浜だいこんの会の皆さんとも交流を
持っています。皆さんを保育所に招待し、子ども達と季
節のうたを歌ったり、リズム遊びをしたりました。交流
の最後は、年長児との輪投げ大会！輪が入るたびに歓声
をあげたり拍手をしたりと、楽しいひとときを過ごすこ
とができました。
　だいこんの会の皆さんとは、保育所の夏まつりや運動
会などの行事にも招待し、その後も交流を深めています。

ふれあいのなかから

　「デイサービス交流会」「中学生の体験学習」なども行
いました。
　子ども達は、お兄さんやお姉さんが大好き！
　自己紹介をし合ったり、ゲームを楽しみました。また、
一緒に遠足に出かけ、手をつなぎ、語り合うほほえまし
い姿が見られました。
　様々な年代の方との交流でいろいろな経験ができまし
た。地域の方々に良い経験をさせていただいていること
に感謝の気持ちでいっぱいです。

母と子の健康
健康診査 対象者 日時（受付時間）
母子手帳

交付
妊娠とわかったら、母子手
帳の交付を受けましょう

1/10・1/24・2/7
９：00 ～ 10：00

３カ月児
健診

25 年 8 月 16 日～
10 月 19 日生まれ

1/15
12：20 ～ 12：30

離乳食
相談会

25 年 5 月～８月生まれ
1/14

９：45 ～ 10：00

10 カ月児・
１歳児健診

25 年４・５月生

24 年 12 月・25 年１月生
2/3

13：00 ～ 13：15

３歳児健診 22 年７月～ 9 月生まれ
1/20

13：00 ～ 13：15

◎問い合わせ　保健センター（☎�２０９６）

たんぽぽひろば
期日 内容 場所

１月 15 日㈬ 鬼の面作り 児童館
１月 29 日㈬ 鬼さんと遊ぼう 児童館

◎問い合わせ　児童館（☎�４４３２）

地域との交流

子どものつぶやき
降所時のこと

暖かい部屋から寒いテラスに出て

Ｈ「寒くてカチンコチンに

なっちゃうよ～！」

ほんとにその日は寒い一日でした。

保育所から
こんにちは
福田保育所

◎児童書

『アレクサンダー大王の馬』メアリー・ポープ・オズボーン
　　　　　　　　　　　　　　  食野　雅子／訳

『からくりランドのプリンセス』　　　青井　夏海

『キリンがくる日』志茂田　景樹／文　木島誠悟／絵
『とこやにいったライオン』サトシン／作　おくはらゆめ／絵
『まじょのウィニーとまほうのパソコン』

ヴァレリー・メーマス / 文　コーキー・ポール／絵

◎ＤＶＤ
『風が強く吹いている』

目指せ、箱根駅伝。限りなくゼロに近い可能性に挑んだ、
寄せ集め 10 人のキセキ。

『アメイジング・スパイダーマン』　　　　　　　
『いやしの富士山』

ーふるさとの祈り、新たなる命の芽吹きの２作品ー
『はたらくのりもの』

ーきんきゅうじどうしゃ、ひとやものをはこぶのりものの２作品ー

◎一般書

『村上海賊の娘　上・下』　　　　　　　和田　竜

『天使の柩』　　　　　　　　　　　　村山　由佳

『インフェルノ　上・下』　　　　　　　　ダン・ブラウン
『ジャーニー・ボーイ』　　　　　　　　　　　高橋　克彦
『ひこばえに咲く』　　　　　　　　　　　　玉岡　かおる
『新釈　にっぽん昔話』　　　　　　　　　　　乃南　アサ
『影を買う店』　　　　　　　　　　　　　　　皆川　博子
『世の中それほど不公平じゃない』　　　　　　浅田　次郎
『こわせない壁はない  人生が新しくなる 33 の心得』鎌田　實
『捨てる女』　　　　　　　　　　　　　　　　内澤　旬子

◎ＣＤ 
『十二単　～ Singies ４～』　　　　　　　　中島　みゆき
『演歌名曲コレクション１９～満天の星～』氷川　きよし
『楔－ Kusabi －』　　　　　　　　　　　ＫＡＴ－ＴＵＮ
『L album』　　　　　　　　　　　Ｋｉｎｋｉ　Ｋｉｄｓ
『ＴＶサイズ！　スーパー戦隊主題歌全集』
『ＮＨＫおかあさんといっしょ 最新ベスト いぇ イェイ !!』
『One Song From Two Hearts』　　　　　　　　コブクロ
『ALL TIME BEST』　　　　　　　　　　　　　　尾崎　豊

図書館へ行こう
　　＝新着本のご案内＝

◎児童書

『アレクサンダー大王の馬』
　　　　　　　　　　　　　　  食野　雅子／訳

『からくりランドのプリンセス』　　　青井　夏海

『キリンがくる日』志茂田　景樹／文　木島誠悟／絵
『とこやにいったライオン』
『まじょのウィニーとまほうのパソコン』

ヴァレリー・メーマス / 文　コーキー・ポール／絵

◎ＤＶＤ
『風が強く吹いている』

目指せ、箱根駅伝。限りなくゼロに近い可能性に挑んだ、
寄せ集め 10 人のキセキ。

『アメイジング・スパイダーマン』　　　　　　　
『いやしの富士山』

ーふるさとの祈り、新たなる命の芽吹きの２作品ー
『はたらくのりもの』

ーきんきゅうじどうしゃ、ひとやものをはこぶのりものの２作品ー

『インフェルノ　上・下』　　　　　　　　ダン・ブラウン
『ジャーニー・ボーイ』　　　　　　　　　　　高橋　克彦
『ひこばえに咲く』　　　　　　　　　　　　玉岡　かおる
『新釈　にっぽん昔話』　　　　　　　　　　　乃南　アサ
『影を買う店』　　　　　　　　　　　　　　　皆川　博子
『世の中それほど不公平じゃない』　　　　　　浅田　次郎
『こわせない壁はない  人生が新しくなる 33 の心得』鎌田　實
『捨てる女』　　　　　　　　　　　　　　　　内澤　旬子

　望まれない子どもとして育

ち、自分を愛せずにいる 14 歳

の少女・茉莉。20 歳年上の画家・

歩太と出会い、初めて心安ら

ぐ居場所を手にしたが…。「天

使」シリーズ、最終章。『小説

すばる』連載を単行本化。

　本の世界に連れていってくれる
魔法のツリーハウスで、ジャック
とアニーは多くの国へ冒険に出か
けていた。ある日ふたりは、古代
マケドニア王国の王子と出会う。
王子は 1 頭の暴れ馬を「自分が調
教してみせる !」と宣言するが…。

　中学校に本物の王女が留学して
きた。王女の身辺警護を担当する
のは、なんと汐音のお母さん。お
母さん、いったい何者 !? 学園青
春ミステリ +「暗躍」する父母会
= プリンセスを巡って大騒動 !

図書館カレンダー（１月）
日 月 火 水 木 金 土
５ ６ ７ ８ ９ 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31 2/1
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

■は休館日

　和睦が崩れ、信長に攻め立て
られる大坂本願寺。海路からの
支援を乞われた毛利は村上海賊
に頼ろうとした。その娘、景は
海賊働きに明け暮れ、嫁の貰い
手のない悍婦で醜女だった…。

『週刊新潮』掲載を加筆修正し
単行本化。

携帯電話用ＱＲコード

１月の読み聞かせ会
日時　１/18 � 11 時～

図書館ボランティア「スイミー」の皆さんによる、絵

本の読み聞かせなどを行います。お誘いあわせて

ご来館ください。

Let's go to Library

広報しんち H26.1.5（10）広報しんち H26.1.5（11）

１月新入児健康診断
　９日㈭　３保育所
※３保育所合同（新地保育所）
　で実施します。
育児相談
　20 日㈪　福田保育所
　　　　　 駒ヶ嶺保育所
育児サロン
　21 日㈫　新地保育所

みんなでブックトラックに絵を描こう！
　日時　1/25 �　10 時 30 分～ 11 時 30 分

　場所　新地町図書館　視聴覚室

図書館で利用するブックトラック ( 移動本棚 ) に

貼り付ける絵の描き手を募集します。当日、図書

館にお集まりください。

座禅会で心静かな時間

だいこんの会の皆さんとの交流

中学生の体験学習の様子
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暮らしの情報
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平
成
26
年
度

　
児
童
ク
ラ
ブ

　
利
用
児
童
の
登
録

　
申
込
受
付

　

福
田
・
新
地
・
駒
ケ
嶺
の
各

児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
平
成
26
年

度
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
児
童
の
新

規
・
継
続
登
録
の
申
し
込
み
を

次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
児
童

町
内
の
小
学
校
１
～
３
年
生

（
平
成
26
年
度
）

定
員
　
各
児
童
ク
ラ
ブ
30
名

※
申
込
人
数
が
定
員
を
超
え
た

場
合
に
は
、
提
出
さ
れ
た
世
帯

状
況
等
を
審
査
の
う
え
、
後
日

可
否
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

登
録
要
件

・
留
守
家
庭
で
保
護
者
等
が
就

労
に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な
い

児
童

・
祖
父
母
が
昼
間
家
庭
に
い
る

が
、
介
護
認
定
（
１
～
５
）
お

よ
び
障
が
い
の
認
定
を
受
け
、

そ
の
配
偶
者
が
介
護
・
障
が
い

認
定
者
の
日
常
介
護
に
従
事
し

て
い
る
場
合
（
介
護
保
険
被
保

険
者
証
お
よ
び
障
が
い
者
手
帳

の
コ
ピ
ー
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
）

※
同
じ
条
件
の
申
込
が
多
数
の

場
合
は
、
自
宅
ま
で
の
距
離
を

判
定
材
料
と
し
ま
す
。

費
用

お
や
つ
代　

月
２
︐
０
０
０
円

保
険
料　
　

年
２
︐
０
０
０
円

申
込
方
法
　
役
場
町
民
課
、
福

田
児
童
ク
ラ
ブ
（
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
内
）、
新
地
児
童
ク
ラ

ブ
（
児
童
館
内
）、
駒
ケ
嶺
児

童
ク
ラ
ブ
（
駒
ケ
嶺
小
学
校
特

別
教
室
棟
内
）
に
あ
る
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

１
月
６
日
㈪
～
31
日
㈮

（
期
間
厳
守
）

そ
の
他
　
審
査
で
は
、
住
民
票

登
録
上
の
世
帯
分
離
や
同
一
敷

地
内
の
別
棟
居
住
の
場
合
は
、

同
一
世
帯
と
判
定
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

町
民
課
（
☎
�
２
１
１
６
）

　
心
配
ご
と
法
律

　
無
料
相
談
所

　

新
地
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
法
律
無
料
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。

　

生
計
、
相
続
、
サ
ラ
金
、
震

災
関
連
、
離
婚
、
心
の
悩
み
等

を
お
持
ち
の
方
は
、
専
門
弁
護

士
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

相
談
に
は
予
約
が
必
要
で

す
。
社
会
福
祉
協
議
会
へ
１
月

15
日
㈬
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

日
時　

１
月
20
日
㈪

　
　
　

13
時
～
15
時

会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

◎
予
約
・
問
い
合
わ
せ

新
地
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
�
４
２
１
３
）

国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を、現役世代

みんなで支えようという考え方で作られた仕組みです。

具体的には、若いときに公的年金に加入し、保険料を納め続けるこ

とで、年をとったときや、病気やケガで障害が残ったとき、家族の

働き手が亡くなったときに、年金を受け取ることができる制度です。

将来の大きな支えになります
国民年金は 20 歳から 60 歳までの人が加入し、保険料を納める制度です。

国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障されます。

老後のためだけのものではありません
国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。

障害年金は、病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。また、遺族年金は、加入者が死亡した場合、

その加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある妻」や「子」）が受け取れます。

「学生納付特例制度」
学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶

予される制度です。

対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学

校および各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。

「若年者納付猶予制度」
学生でない 30 歳未満の方で、ご本人および配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料の納付

が猶予される制度です。

新成人のみなさんへ

20 歳になったら国民年金

国民年金のポイント

「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」

◎問い合わせ　相馬年金事務所国民年金課（☎㊱５１７３）

　　　　　　　健康福祉課（☎�２９３１）

　
平
成
26
年
度

　
予
備
自
衛
官
補
募
集

　

防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
、
次

の
と
お
り
予
備
自
衛
官
補
を
募

集
し
ま
す
。

︻
予
備
自
衛
官
補
︵
一
般
︶︼

募
集
人
員

東
北
方
面
隊
管
内
約
１
０
０
名

応
募
資
格

18
歳
以
上
34
歳
未
満

（
平
成
26
年
７
月
１
日
現
在
）

︻
予
備
自
衛
官
補
︵
技
能
︶︼

募
集
人
員

東
北
方
面
隊
管
内
約
20
名

応
募
資
格

18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等

を
有
す
る
者

技
能
に
応
じ
53
歳
～
55
歳
未
満

（
平
成
26
年
７
月
１
日
現
在
）

共
通
事
項

受
付
期
間

１
月
８
日
㈬
～
４
月
２
日
㈬

試
験
期
日

４
月
11
日
㈮
～
15
日
㈫
の
う
ち

い
ず
れ
か
１
日
を
指
定

※
受
験
会
場
は
、
受
付
時
に
お

知
ら
せ
し
ま
す

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

相
双
地
域
事
務
所

（
☎
㉓
４
７
１
２
）

製造業事業所のみなさまへ

工業統計調査に
ご協力をお願いします

国・県・町では、工業統計調査を実施して

います。

工業統計調査は、製造業を営む事業所を対

象とし、その活動実態を明らかにするため

に毎年行われる調査です。

調査員が訪問した際は、ご協力をお願いし

ます。

◎問い合わせ
　企画振興課（☎�２１１２）



ご冥福をお祈りします
（平成25年11月21日～平成25年12月20日）

（名前）（年齢）（地区）　（名前）（年齢）（地区）

武田ヤス子 82 歳 小　川　門馬サトヨ 90 歳 今　神

西谷榮一郎 86 歳 大戸浜　吉田　キミ 83 歳 藤　崎

林　サタ子 89 歳 上真弓　寺島　春樹 92 歳 小　川

菅野　　守 85 歳 菅　谷　山内シゲ子 75 歳 高　田

黒脛　アヤ 76 歳 　岡　　梶谷　哲功 70 歳 新地町

濱野　留八 86 歳 大戸浜　　　　　　 　　　 　　

　
掲載を希望しない方は、届出のときにお申し出ください。

人口　/　7,973 人（－ 15）

　男　/　3,961 人（－ １）

　女　/　4,012 人（－ 14）

世帯数 /　2,599 世帯（－ ６）

12 月１日現在（　）は前月比

人の動き
住民基本台帳

誕生おめでとう
（平成 25 年 11 月 21 日～平成 25 年 12 月 20 日）

  （子ども）　　　 （親）　 　     （地　区）

  愛
あ い り

莉　 早川　裕士・麻美   高　田

掲載を希望しない方は、届出のときにお申し出ください。

町県民税　　　４期

国民健康保険税７期
税金に関するお問い合わせは

税務課（☎�２１１９）へ

今月の

納税

広報しんち H26.1.5（15）

町内の空間線量率調査結果
　町では、町内 24 か所で放射線量の独自調査を行いました。
12 月 10 日の測定結果は次のとおりです。（μ Sv/h）

測定場所 地表面 測定値
１ 福田小学校 土 0.06
２ 福田保育所 土 0.05
３ 木崎公会堂 土 0.22
４ 新地北工業団地 砂利 0.19
５ 鈴宇峠県境 砂利 0.22
６ 沢口ふれあい広場 芝 0.27
７ 狼沢集会所 土 0.18
８ 新地小学校 土 0.05
９ 尚英中学校 土 0.06
10 新地保育所 土 0.06
11 鹿狼山登山口駐車場 砂利 0.20
12 今泉農集排処理場 砂利 0.10
13 総合公園こどもの森 芝 0.12
14 新地浄化センター 芝 0.21
15 岡公会堂 舗装 0.08
16 杉目集会所 舗装 0.11
17 大戸緑地広場 舗装 0.12
18 新地町役場 舗装 0.13
19 菅谷公会堂 土 0.21
20 駒ヶ嶺小学校 土 0.06
21 駒ヶ嶺保育所 土 0.05
22 大沢北国道 113 号県境 砂利 0.13
23 藤崎公会堂 砂利 0.16
24 富倉公会堂 舗装 0.10

※測定は月１回（第２火曜日）、地上１ｍ（３保育所は 50㎝の高さ）

広報しんち H26.1.5（14）

県民健康管理調査

基本調査問診票『簡易版』ができました

福島県からのお知らせです。

福島県と県立医科大学では、震災後４ヶ月間の外部被ばく線量を推計する基本調査について、この度、よ

り記入・回答しやすい問診票の『簡易版』を作成いたしました。

この『簡易版』は、避難などの移動回数の少ない方がご利用いただけます。

『簡易版』で回答できるかどうかをお調べいたしますので、基本調査問診票の回答がお済みでない方はお

問い合わせ願います。

なお、この『簡易版』は、新地町保健センターで準備しております。お気軽にお申し出ください。

基本調査の結果は、お一人お一人にお知らせいたしますので、皆さんの将来の健康管理のために、是非

ご提出ください。

◎問い合わせ　福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センター　☎０２４－５４９－５１３０

　　　　　　　保健センター（☎�２０９６）

お詫びと訂正
広報しんち 12 月 20 日号でお知らした

行政相談の日程に誤りがありました。

お詫びして訂正します。

行政相談
（誤）１月 20 日㈪　10 時～ 15 時　保健センター

（正）１月 10 日㈮　10 時～ 15 時　保健センター

　

町
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
て
住

宅
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
電
力
な
ど
）
使
用
量
を

見
え
る
化
し
た
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用

し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
支
援
を
行
っ
た

り
す
る
「
ス
マ
ー
ト
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
タ
ウ

ン
」
の
実
証
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
内
閣
府
の
補
助
を
受
け
て

行
う
も
の
で
、
参
加
住
宅
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
量
な
ど
の
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
に
よ

り
、
環
境
都
市
実
現
に
向
け
て
の
今
後
の
取

組
み
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま

す
。

　

実
証
事
業
に
必
要
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は

無
償
で
貸
与
し
ま
す
。
ま
た
、
住
居
に
電
力

使
用
量
を
計
測
す
る
機
器
の
設
置
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

　

参
加
世
帯
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
と

ル
ー
タ
ー
が
必
要
で
す
。
募
集
は
１
月
14 
日

か
ら
予
定
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
又
は
新
地
町
企
画
振
興
課
に
備
え

付
け
て
あ
る
募
集
要
綱
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

環
境
未
来
都
市
推
進
室

（
新
地
町
役
場
企
画
振
興
課
内
）

（
☎
�
２
１
１
２
）

　
内
閣
府
「
少
子
高
齢
化
・
環
境
対
応
等
復
興
モ
デ
ル
事
業
」

　
参
加
世
帯
を
募
集

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
見
え
る
化
な
ど
の
実
証
事
業

原子力損害賠償　巡回法律相談
県では、福島県弁護士会と連携し、無料法律相談を実施し
ています。※相談は事前予約制です。

会　　場　福島県南相馬合同庁舎

日　　程　１月 16 日㈭・23 日㈭・30 日㈭

相談時間　30 分（13 時 30 分～ 15 時 50 分の間）

相  談  料　無料

予約受付　☎０２４－５２３－１５０１

水道管の凍結にご注意ください
凍結して水が出なくなったときは

・蛇口や水道管に熱湯を一度にかけないでください。
　破裂することがあります。

・気温の上昇により自然に解凍するのを待つか、タオルなど
　をかぶせ、その上からぬるま湯を徐々にかけ、時間をか
　けてゆっくり解凍してください。

◎問い合わせ　相馬地方広域水道企業団（☎㉟６７３６）
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しんちまち生涯学習
フェスティバル 2014

１/25 土  ９時～ 16 時・１/26 日  ９時～ 15 時

しんちまち生涯学習フェスティバル 2014 が１月 25 日㈯、26 日㈰に
農村環境改善センターを中心に開催されます。

25 日㈯は、公民館・勤労青少年ホームを利用している
各種教室・サークル、地域活動している自主サークルによる

舞台発表の他、
特別出演として西東京市のウィンズパストラーレ吹奏楽団と

江戸芸かっぽれ西東京道場の皆さんによるステージが披露されます。

26 日㈰は、ケーキの無料配布や、かりんとうカフェの他
ご来場のみなさんが参加・体験できるコーナーがたくさんあります。

また、期間中は、各種教室・サークルの作品展、写真展の他、
手作り作品の販売なども開催します。

ぜひ、ご来場ください。

農村環境改善センター・保健センター・図書館

主　　催　　新地町生涯学習推進本部（事務局　新地公民館　☎�２０８５）

後　　援　　福島民報社　福島民友新聞社　河北新報社

支援協力　　西東京市芝久保公民館まつり実行委員会　西東京市田無公民館まつり実行委員会

　　　　　　自治労東京都本部


